
第３回 恵み野商店街活性化振興計画策定検討委員会【実施概要】 

日 時 平成２４年１月１７日（火） １９：００～２１：００ 

場 所 恵庭リサーチ・ビジネスパーク ３階 大研修室 

出席者 

◆恵み野商店街活性化振興計画策定検討委員（１５名） 

◆事務局（６名） 

◆市関係部署（９名） 

委員会次第 

 

１．開会 

 

２．会長挨拶 

 

３．議事（別紙「議事要旨」参照） 

 

（１）報告事項 

 ・第２回検討委員会の報告について（資料１） 

     ■資料１に基づき、事務局より説明 

 

（２）意見交換①「商店前の駐停車のあり方について」（ワークショップ形式） 

      

（３）意見交換②「恵み野商店街の課題と活性化の具体策について」 

（ワークショップ形式）  

４．その他 

 （１）今後のスケジュールについて 

     ■次回の委員会は２月７日（火）を予定 

 

以上

 

 

 

 

 

 

 



【議事要旨（意見交換・討議） 

 

 

《事務局》 

 第２回検討委員会の報告 

 

 意見交換①「商店前の駐停車のあり方について」（ワークショップ形式） 

     ～ワークショップ及び発表 

～別紙「ワークショップシート」のとおり 

 

《会長》 

 それぞれのグループから発表していただきましたが、皆さん何かご意見等はありません

か。なければ、只今、各グループからの発表及び方向性に関しましては、事務局でまとめ

ていただき、次回委員会で再度協議したいと思います。なお、「商店前の駐停車のあり方に

ついて」に関しましては、委員の皆様におかれましては、それぞれの所属する団体、町内

会とか商店会等でご検討いただき、次回の委員会でご報告いただきたいと思います。 

 それでは、意見交換②「恵み野商店街の課題と活性化の具体策について」ですが、この

テーマにつきましては、前回、市民、商業者、団体等に分かれて意見交換していただきま

したが、その内容をまとめたものが資料①として事前に配付しております。今日は前回の

内容を踏まえて、より具体的な取組みについて検討をお願いします。なお、進め方につい

て、事務局よりご説明願います。 

 

《事務局》 

 意見交換②になりますが、前回意見交換していただきましたが、商店街の課題を再検討

していただきたいと思います。それで、具体的な取組みの見直しをお願いします。まず、

始めに取り組むべきことは何か。それを役割分担、誰がやるのかについて検討していただ

きたいと思います。検討の視点として、第１に、何が商店街の課題か。具体策はその課題

を解決できるのか。第２に、課題解決にあたって、具体的に誰がやるのか。第３に、この

取組みで、５年後、１０年後に商店は残っているのか。その商店に自分たちは行くのか。

第４に、これからの消費者ニーズに応える取組み策となっているのか。以上の視点を重視

してご検討をお願いします。 

 

意見交換②「恵み野商店街の課題と活性化の具体策について」（ワークショップ形式） 

    ～ワークショップ及び発表 

    ～別紙「ワークショップシート」のとおり 

 



《会長》 

 それぞれのグループから発表していただきましたが、皆さん何かご質問等はありません

か。 

 

《委員Ｄ》 

 今日は、ワークショップ形式で、全体的な発言の機会が作られそうではないので、今申

し上げたい。これからどう進んでいくか、よく理解できない。今議論していることが、こ

の先どう集約されていくか、道筋が提示されないで、断片的にワークショップを重ねて行

くスタイルになっている。この先どうやって集約して行くか、進め方として、どこかで提

示してもらいたい。 

 今、第３グループの中で、私の言いたいことがずいぶん出てきたが、これが単に第３グ

ループの意見としてだけ取り上げられるのではつまらない。言いたいことは、商店街とか

地域の活性化とかを語るとき、自助、共助、公助という言葉があるが、活性化の基本はま

ず、自助から始まらないとおかしい。自助から始まるときに、恵み野商店会の人たちが何

を目指しているのか、なぜこの場で皆さんに提示しないのか。まず先にそれがあるべき。

それを受けて、他の人が、それならこういった事も考えたほうがいいんじゃないのか、と

相乗に乗せていくなら話は分かるが、自分たちの商店会の話しなのに、いわゆる自助の部

分の考え方が誰からも出てこないというのはおかしい。皆さんのグループにそれぞれいら

っしゃる個々の商店主の意見は出てくるが、恵み野商店会として、こんな議論があった、

今こんなことを目指そうとしている、といった意見がなぜ出てこないか。それが無いにも

かかわらず、例えば駐車場を作って欲しいといっても、議論しにくい。バリアフリーにし

ても、こんな商店会を作りたいからバリアフリーが必要だと言ってくれればいいが、今の

議論では、ただ、バリアフリー化しましょう、駐車帯を考えましょうということだけ。ま

た資料２にしても、駐停車のあり方を検討する視点で、商店街の活性化に役立つものとす

る、とあるが、これでは逆転ではないか。商店街の活性化のために、駐停車のあり方を考

えるべきなのに、先に駐停車があって、それが活性化に役立つためとは、主客転倒である。

その辺も含めて、先行きが見えるよう道筋を提示していただきたい。 

 

《事務局》 

 今のお話をまとめると、まず、ベースとなる商店街の考え方を提示するべきということ

だと思います。今まで議論していただいた内容をお手元のかわら版という形で商店会にお

配りしております。今度、今の意見を受けて、商店会でも議論していただいて、考え方を

なるべく早く提示していただきたいと思います。その後、今日議論していただきましたが、

ワークショップはこれで終わりということではなく、もう一度議論いただくという形で整

理させていただきたい。 

 



《会長》 

 それでは、今発表いただいた意見につきましては、事務局で、次回までにまとめていた

だきたいと思います。それでは、最後になりますが、事務局より今後のスケジュールにつ

いてご説明願います。 

 

《事務局》 

 次回、第４回目になりますが、２月７日火曜日になります。正式には資料と合わせてご

案内させていただきます。また、２月２５日土曜日午後より、商店街活性化計画策定に関

しまして、広く地域の意見をお聞きするため、シンポジウムを開催する予定になっており

ます。詳細が決まり次第ご案内させていただきます。 

 

《会長》 

 続きまして、「住みかえ、・まちづくりに関するセミナーin 江別」につきまして、政策調

整課の方にご説明願います。 

 

《政策調整課》 

 ～資料にもとづき説明 

 

《会長》 

 次に、委員Ｆさんより、歳末現金つかみどりセールについて説明があります。 

 

《委員Ｆ》 

 ～資料にもとづき説明 

 

《会長》 

 ありがとうございました。最後に私からの希望なのですが、恵み野商店会は先ほどお聞

きしたところ、５８店舗が加入しているそうです。皆さん、それぞれのグループでいろい

ろな意見がございますが、商業者の方が全体で一度話し合いをしていただいて、活性化す

るための方向性を次回の委員会までに、事務局に伝えていただきたいと思います。 

  

 

 


